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保育所利用児童の感染症発生状況と感染経路に関する考察
～質問紙調査か ら～


































(生後57日 目から)～2歳 児 クラスの児童が多 く在籍す
る、X市 内の保育所2施 設の施設長を対象とした。
研究協力施設の概要として、2施 設の在籍児童の合計
は109名 で 、 そ の う ちA保 育 所 は46名 、B保 育 所 は63名
で あ った 。 ク ラ ス別 で は0歳 児 ク ラス25名(22.9%)、
1歳 児 ク ラ ス42名(38.5%)、2歳 児 ク ラ ス42名
(38.5%)で あ っ た。 職 員 の配 置 は 、A保 育 所 は保 育 士1
5名 、 保 健 師 と看 護 師 が 各1名 で あ った 。 同 じ くB保 育































多 か った の は手 足 口病 の26名
(33.8%)で その うち22名 が6～7
月の夏季に発症 していた。次いでイ
ンフルエンザ11名(14.3%)で その




A保 育所またはB保 育所のどち ら
か一方の保育所のみで、複数の児童
が同一の感染症を発症 した月は、年
間 複 数 回 あ った 。 発 症 人 数 が 最 も多 か った の は手 足 口病
で 、2014年6月 に7名 、7月 に15名 がB保 育 所 の み で 発
症 して い た 。 次 い で 多 か った の はイ ンフル エ ンザ で 、20
15年2月 に9名 がA保 育 所 の み で 発 症 して い た 。 また 、
ア タマ ジ ラ ミが2015年3月 に6名 、B保 育 所 の み で 発 症
して い た 。 この ア タマ ジ ラ ミの 発 端 者 の 保 護 者 は外 国 人
で あ り、 言 語 の 問 題 な どか ら保 育 所 へ の 情 報 伝 達 が 遅 れ
て い た 。
一 年 間 で症 状 を 有 した 児 童 は合 計212名(重 複 有)で
あ った 。 最 も多 か った もの は発 熱111名(52。4%)、 次 い
で 嘔 吐 ・下 痢56名(26.4%)、 風 邪 症 候 群(胃 腸 風 邪 を
含 む)23名(10.8%)で あ っ た。 調 査 期 間 中全 て の 月 で
感 染 症 や 症 状 を 有 す る児 童 が い た 。
2.保 育 所2施 設 で 発 生 した 感 染 症 と感 染 経 路
(表1、 表2)
保 育 所2施 設 で 発 生 した 感 染 症 を 、 感 染 経 路 別 に空 気
感 染 、 飛 沫 感 染 、 接 触 感 染 の3つ に分 類 した 。 発 症 人 数
が 最 も多 か った感 染 経 路 は飛 沫 感 染 で 、60名(77.9%)
で あ った 。 次 い で 接 触 感 染16名(20.8%)、 空 気 感 染1
名(1.3%)で あ った。
そ れ ぞ れ の感 染経 路 の う ち、 発 症 の 多 か った感 染症 は、
飛 沫 感 染 で は手 足 口病26名(33.8%)、 イ ン フル エ ンザ
11名(14.3%)、 突 発 性 発 疹 お よ び溶 血 性 連 鎖 球 菌 感 染
症 が そ れ ぞ れ8名(10.4%)で あ っ た。 接 触 感 染 で は ア
タマ ジラ ミ6名(7.8%)、 ア デ ノ ウ イ ル ス感 染 症 お よ び
伝 染 性 膿 痂 疹 が そ れ ぞ れ4名(5.2%)で あ っ た。 ま た、
空 気 感 染 は水 痘 の1名(1.3%)の み で あ った。
各 月 の 発 症 者 がAま た はB保 育 所 の 児 童 の み で あ り、
か つ 複 数 名 で あ る こ と は表1の ○ と□ で 示 した よ う に複
数 回 あ った 。 この う ち、 手 足 口病 、 イ ンフル エ ンザ 、 突
発 性 発 疹 、 溶 血 性 レ ンサ球 菌 感 染 症 、RSウ イ ル ス 感 染
症 が 全 て 飛 沫 感 染 で あ り、 ア タ マ ジ ラ ミ、 ア デ ノ ウ イル
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